















Tendencies of Answering Time Duration and Error Ratio on Particles 
and Verbs Choices from the Japanese Language Learners 
: Analytics on Five Weeks Online Study Data 
 







































値を使用し，上位から初中級レベルの対のある自他動詞 134語（自動詞 67語・他動詞 67




最後に，松下（2011）から旧 JLPTN1かつ「語彙階層ラベル Word Tier Label」の
「Adv」のみの動詞を対象に，「10分野 100万語あたり使用頻度(Fw)Standardized 









表 1 オンライン学習に用いた設問・内容・出題例 





１自動詞  ２他動詞 











勉 強 し な か っ た の で ， 成 績 （   ）
（    ）。 
1 が 下がった  2 を 下がった 




彼 は 大 会 で 素 晴 ら し い 記 録 （   ）
（    ）。 
1 が 残った   2 を 残った 





私は毎朝７時に妹を（    ）。  
私は毎朝６時に（    ）。 




友だちが笑顔を（    ）。 
















分析による研究（青木 1980，顧 1981，森田 1981，市川 1997）と，目標言語の文法規則に
関するテストの正答率を指標として，学習者が規則をどれくらい正しく習得できているか








調査は 2019 年 11 月 18 日（月）～12 月 22 日（日）の５週間行った。各調査協力者（以
下，協力者）は原則として平日に１日１回協力者の都合のよい時間帯にオンライン学習を行
った。なお，協力者は１回のアクセスにつき，表１からランダムに選ばれた 40 問～50 問を



















 グループ名 項目数 仕様設定 
1 Control group（統制群） 40 問 間違えた項目へフィードバックあり 






























最小値 第一四分位 中央値 平均値 第三四分位 最大値 標準偏差 
0.00 3.00 5.00 5.67 7.00 19.00 3.44 
 
また，図１に 0 秒～19 秒の各解答時間にある解答数をまとめた。なお，これらの解答時
間は，0 秒は 0.00～0.99 秒を，1 秒は 1.00～1.99 秒（以下同様）を区分としている。本調































設問 項目番号 5 秒未満 5 秒以上 合計 
１．自動詞・他動詞確認 
183 - 282 
2085 1370 
3455 































































設問 合計 正答 誤答 正答% 誤答% 
１．自動詞・他動詞確認 3,737 2,920 817 78.14 21.86 
２．助詞選択 3,113 2,359 754 75.78 24.22 
３．助詞と動詞の組合せ 1,462 1,118 344 76.47 23.53 
４．助詞と動詞（４択） 1,456 893 563 61.33 38.67 
５．２文比較 1,410 1,120 290 79.43 20.57 
６．動詞３択 1,400 1,275 125 91.07 8.93 















使用したデータは，12,578 項目の総解答数の内，まず実験群６名のデータ 7,419 項目を
取り出した。その後，1) 学習日の最後の解答，2) 途中１時間～３時間の空白があった解答
のいずれかに当てはまる 160 項目を排除し，7,259 項目を使用した。また本項では，２回目
の解答時間に注目することと，誤答数を確認するため，20 秒以上の項目も対象とした。 
なお，7,259 項目の内，同一項目に対して２回または３回解答している解答数は 714 項目







学習者 A B C D E F 
１回目の 
誤答数 
90 112 88 88 89 81 
２回目の 
誤答数 
28 26 24 27 27 34 
合計 118 138 112 115 116 115 
   
6.2.2. 分析結果と考察 
表７は，調査期間中の 11 月 18 日に実験群の学習者が解答した項目の中から，２回また
は３回解答している項目を選択したものである。学習者の欄には，仮称として A～F を使用
している。表の１回目～３回目に表示している数字は解答時間（秒）である。例えば番号１





表７ 11月 18日分：２回または３回解答した項目とその解答時間（秒）  
番号 学習者 日付 項目番号 １回目 ２回目 ３回目 
1 A 2019-11-18 282 18 14 
 
2 A 2019-11-18 270 10 4 
 
3 A 2019-11-18 206 13 4 
 
4 A 2019-11-18 211 26 6 
 
5 A 2019-11-18 188 31 4 
 
6 A 2019-11-18 65 83 12 
 
7 B 2019-11-18 281 10 48 
 
8 B 2019-11-18 18 40 51 
 
9 B 2019-11-18 233 8 6 
 
10 B 2019-11-18 186 20 4 
 
11 B 2019-11-18 209 30 7 
 
12 C 2019-11-18 14 3 3 
 
13 C 2019-11-18 260 4 3 
 
14 C 2019-11-18 250 5 3 
 
15 C 2019-11-18 18 6 4 
 
16 C 2019-11-18 3 13 8 4 
17 C 2019-11-18 67 39 8 7 
18 D 2019-11-18 200 3 9 6 




20 D 2019-11-18 28 7 8 
 
21 D 2019-11-18 199 9 7 
 
22 D 2019-11-18 254 6 3 
 
23 D 2019-11-18 49 9 6 
 
24 E 2019-11-18 236 3 3 
 
25 E 2019-11-18 270 5 4 
 
26 E 2019-11-18 253 6 3 
 
27 E 2019-11-18 256 8 5 
 
28 E 2019-11-18 186 12 4 11 
29 F 2019-11-18 243 6 282 
 
30 F 2019-11-18 227 24 127 5 
31 F 2019-11-18 273 5 4 
 
32 F 2019-11-18 271 6 3 
 
33 F 2019-11-18 20 9 5 
 
 
上記の表は 11 月 18 日分だけだが，図３に調査期間中５週間における学習者の１日あた





































































































































































































答している 714 項目から，20 秒以上の解答時間を持つ項目を外れ値として排除した 621 項
目を使用した。 







表８ 11月 18日分：２回または３回解答した項目とその解答時間（秒）及び解答時間差 
番号 学習者 日付 項目番号 １回目 ２回目 ３回目 １回目－２回目 
1 A 2019-11-18 282 18 14 
 
4 
2 A 2019-11-18 270 10 4 
 
6 
3 A 2019-11-18 206 13 4 
 
9 
4 B 2019-11-18 233 8 6 
 
2 
5 C 2019-11-18 14 3 3 
 
0 
6 C 2019-11-18 260 4 3 
 
1 
7 C 2019-11-18 250 5 3 
 
2 
8 C 2019-11-18 18 6 4 
 
2 
9 C 2019-11-18 3 13 8 4 5 
10 D 2019-11-18 200 3 9 6 -6 
11 D 2019-11-18 278 6 10 
 
-4 
12 D 2019-11-18 28 7 8 
 
-1 
13 D 2019-11-18 199 9 7 
 
2 
14 D 2019-11-18 254 6 3 
 
3 
15 D 2019-11-18 49 9 6 
 
3 
16 E 2019-11-18 236 3 3 
 
0 
17 E 2019-11-18 270 5 4 
 
1 
18 E 2019-11-18 253 6 3 
 
3 
19 E 2019-11-18 256 8 5 
 
3 
20 E 2019-11-18 186 12 4 11 8 
21 F 2019-11-18 273 5 4 
 
1 
22 F 2019-11-18 271 6 3 
 
3 














表９ 621項目の１回目と２回目の解答時間を用いた t検定の結果 
  １回目 ２回目 p 値 
全項目 
平均値 5.65 4.67 
p<.001 






習者の１回目と２回目の解答時間を用いた t 検定の結果を表 11 に，最後に，各学習者の１
回目と２回目の解答時間を用いて作図した箱ひげ図を図５にまとめた。表 10 から学習者が
２～３回解答する数は，ほぼ同数であることが分かる。また，表 11 に見られるように，学
習者 A，学習者 C，学習者 D，学習者 F で有意差が得られた。 
 
表 10 各学習者とその解答数 
学習者 A B C D E F 
解答数 109 96 91 107 111 107 
 
表 11 学習者ごとの１回目と２回目の解答時間を用いた t検定の結果 
学習者  １回目 ２回目 p 値 
A 平均値 6.37 5.29 p <.05 
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標準偏差 3.84 3.52 
B 
平均値 6.25 5.51 
p = 0.07 
標準偏差 3.26 3.13 
C 
平均値 5.24 3.98 
p <.01 
標準偏差 3.24 2.44 
D 
平均値 6.36 4.95 
p <.001 
標準偏差 3.45 2.84 
E 
平均値 4.81 4.38 
p = 0.24 
標準偏差 3.27 2.78 
F 
平均値 4.90 3.87 
p <.05 










１回目    ２回目 １回目    ２回目 
１回目    ２回目 １回目    ２回目 










表 12 各設問とその解答数 
設問 1 2 3 4 5 6 
解答数 349 180 32 34 21 5 
 
表 13 設問ごとの１回目と２回目の解答時間を用いた t検定の結果 
設問  １回目 ２回目 p 値 
1 
平均値 5.19 4.36 
p<.001 
標準偏差 3.02 2.82 
2 
平均値 5.91 4.74 
p<.001 
標準偏差 3.73 2.92 
3 
平均値 5.41 4.91 
p = 0. 38 
標準偏差 2.76 2.02 
4 
平均値 9.03 6.91 
p <.05 
標準偏差 4.58 4.01 
5 
平均値 5.62 5.14 
p = 0.46 
標準偏差 2.65 2.89 
6 
平均値 7.40 4.40 
p = 0. 23 
















答時間より長かった項目も存在する。これらは 186 項目あり，その内訳を確認した。 
 
表 14 設問ごとの 2回目の解答時間の方が長かった項目とその割合 
設問番号 項目番号 186 項目 % (/621) 
























１回目    ２回目 １回目    ２回目 






















219 中 外れる 自動詞・他動詞 
2 267 中 抜く 自動詞・他動詞 
3 
2 
14 中 先日，悪くなった歯（  ）抜けた。 が・を・に 
4 20 中 音源にマイク（  ）向けた。 が・を・に 
5 11 中 先生の研究室に荷物（  ）届けた。 が・を・に 
6 3 22 中 
毎週末，布団を干して日光（   ）
（    ）。 
が  当てる 
を  当てる 
に  当てる 
7 4 60 中 
名前を呼ばれたので，後ろ（   ）
（    ）。 
が  向けた 
を  向けた 
が  向いた 
を  向いた 
8 5 64 中 
①政府からの援助のおかげで，我が社の財
政が（    ）。 









る」については，12,578 項目の総解答数から 0:00:00（0 秒）～0:00:19（19 秒）で解答し
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